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「電子申告の達人」で行う
「所得税の達人」の電子申告

＜申告編＞
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「電子申告の達人」で行う「所得税の達人」の
電子申告について

⑦ 署名・送信
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② 申告のお知らせを確認する（1月中旬）

⑧ メッセージの確認を⾏い終了

「電子申告の達人」で操作

⑥ 電子申告の達人への取込

「電子申告の達人」で確認

申告作業

⑤ 申告書作成ソフトの基本情報を確認

④ プログラムのアップデート

① 申告書の作成を開始する 「所得税の達人」で操作

事前準備

「所得税の達人」で確認

達人Cube「アップデート」で確認
事前準備

事前準備

③ 予定納税額を申告書に登録し、
申告書を完成する 「所得税の達人」で操作



Memo
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1.所得税の達人で作成する帳票

電子申告するには、以下の帳票を作成して下さい。
・決算書又は収支内訳書
・申告書及び添付資料
・第三者作成書類の作成※１、送信票（兼送付書）
・税務代理権限証書等

※１︓第三者作成書類（領収書等）を税務署へ提出しない
場合は、必ず作成して下さい。
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1.所得税の達人で作成する帳票（1/5）

１ページ〜４ページまでを、
財務ソフトからの連動及び
手⼊⼒等で作成して下さい。
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• 決算書（収支内訳書）



1.所得税の達人で作成する帳票（2/5）

【■⼊⼒⽤帳票】
を作成頂くと申告
書、第三者作成
書類の記載事項に
情報が自動転記さ
れます。⼊⼒⽤帳
票は電子申告で
送信されません。

⼊⼒⽤帳票 申告書及び添付資料

申告書及び添付資料を作成して下さい。
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• 申告書



1.所得税の達人で作成する帳票（3/5）

この資料は、電子申告において「第三
者作成書類の添付省略」を選択する
場合は、送信する必要があります。
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• 第三者作成書類の記載事項



1.所得税の達人で作成する帳票（4/5）

「送信票」は電子申告必須
資料です。
帳票の作成状態により、提
出区分が自動設定されます。
自動設定の結果を念のため
ご確認下さい。

ダブルクリックすると⼊⼒画⾯が表⽰されます。
【新規登録】をクリックして登録して下さい。
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• 送信票（兼送付書） 手動設定する場合は、【帳票設定】をクリック
して「手⼊⼒で作成する」を選択して下さい。

送信（送付）書類名に名称がないものは
「控除証明書等」に追記して下さい。



1.所得税の達人で作成する帳票（5/5）

10

• 税務代理権限証書

「税務代理権限証書」及び
「税理⼠法第33条関連」の
書⾯を作成して下さい。



2.申告のお知らせを確認する

• 登録したメールアドレスに届いた「税務署からのお知らせ【申告に
関するお知らせ】」を受領後、電子申告の達人を使ってメッセージ
ボックスに格納されたお知らせの内容を確認して下さい。委任関
係登録済みの顧問先は、次の操作で確認します。
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2.申告のお知らせを確認する（1/5）

① 電子申告の達人を起動し、「国税」【5.メッセージの確認・納
付】→【メッセージのダウンロード】をクリックして下さい。

② 表⽰された一覧から、税理⼠のチェックボックスをクリックしㇾ点を
つけ、【確定】をクリックして下さい。

③ 問合せに対しては、【OK】をクリックして下さい。
④ e-Taxへのログイン画⾯が表⽰されますので、暗証番号を⼊⼒

し【確定】をクリックして下さい。

①

③

④

②
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2.申告のお知らせを確認する（2/6）

→ e-Taxシステムへログインすると、「追加認証」画⾯が表⽰されます。

⑤ 証明書を「読み込む」を選択して【OK】をクリックして下さい。
⑥ 「メッセージボックス閲覧申請」画⾯が表⽰されるので、【認証局サービス名】をク

リックして【日税連 税理⼠⽤電子証明書】を選択し、【申請】をクリックして下さい。

⑥

⑤
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2.申告のお知らせを確認する（3/6）

→ メッセージのダウンロードが開始されます。

⑦ 「すべての処理が完了しました」と表⽰
されたら、【閉じる】をクリック。

⑧ ダウンロードされたメッセージ一覧から、
手続き名︓「確定申告に関するお知ら
せ」をダブルクリックまたは【詳細】で開い
て下さい。

⑦
⑧
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確定申告に関するお知らせ



2.申告のお知らせを確認する（4/6）

⑨ メール詳細が表⽰されますので、
【お知らせ】をクリック。

→「確定申告等についてのお知らせ」
が表⽰されます。
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⑨



・申告書 第一表㊿【予定納税額】
顧問先のデータを呼び出し、e-Taxのメッセージボックスから予定納
税額を取込して下さい。

2.申告のお知らせを確認する（5/6）
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【参照】ボタンをクリックすると、電子
申告の達人データベースから予定
納税額が取込できます。
納税額は手⼊⼒で登録することも
できます。
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2.申告のお知らせを確認する（6/6）
• 申告書B 第一表㊿【予定納税額】（補足）

memo︓
電子申告の達人に格納されたお知らせから
予定納税額を反映できなかった場合は、
メッセージが表⽰されます。



Memo

18



3.申告書作成時の注意点

• 申告データ作成時における注意点をピックアップしました。
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3.申告書作成時の注意点（1/8）
• 申告書A/B 第一表 【電子交付希望】

【電子交付希望】ボタン

「希望する」を選択して申
告した場合、顧問先本人
のメッセージボックスに電子
データとして格納され、以降
書⾯での郵送は⾏われま
せん。
また、委任関係のある税理
⼠にも転送されないためご
注意下さい。

選択した内容により、帳票
上にその旨を表⽰します。
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3.申告書作成時の注意点（2/8）
• （特定増改築等）住宅借⼊⾦等特別控除額の計算明細書【電子交付希望】

【電子交付希望】ボタン

「希望する」を選択して申
告した場合、顧問先本人
のメッセージボックスに電子
データとして格納され、以降
書⾯での郵送は⾏われま
せん。
また、委任関係のある税理
⼠にも転送されないためご
注意下さい。



対応帳票
⻘⾊申告決算書 一般⽤（3ページ）、不動産所得⽤（3ページ）、農業所得⽤（3ページ）
収支内訳書 不動産所得⽤（2ページ）
医療費控除の明細書
医療費控除の明細書（次葉）
【⼊⼒⽤】医療費に係る領収書等

電子申告へ取り込む際の文字数制限エラーを事前に回避するため、特定の項
目について、【電子申告桁数確認】ボタンで電子申告可能な桁数を超えている
かどうか確認することができます。基本情報の氏名欄の文字数チェックのほか、以
下の帳票でチェックができます。
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注意︓基本情報の登録【申告情報】に顧問先の利⽤者識別番号の登録がある場合のみ電子申告するデータと判断
され、エラーがある場合、画⾯切替時にエラーメッセージが表⽰されます。

3.申告書作成時の注意点（3/8）
• 電子申告桁数確認機能（1/2）



（例）⻘⾊申告決算書 一般⽤3ページ
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3.申告書作成時の注意点（4/8）
• 電子申告桁数確認機能（2/2）

3ページから別のページ
に切り替えようとする際、
帳票に電子申告の桁
数エラーがある場合、
メッセージが表⽰されま
す。
【キャンセル】をクリックし
て、【電子申告桁数確
認】から詳細を確認して
下さい。



3.申告書作成時の注意点（5/8）
• 申告書 第一表
提出年月日を設定する場合、「年月日」は正確に登録して下さい。

日付の中途半端な
⼊⼒は電子申告で
エラーになります。
ご注意下さい。
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3.申告書作成時の注意点（6/8）
• 第三表と第四表の同時作成について（1/2）
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所得税の達人では、国税庁の「申告書
の使⽤区分」に基づき、第三表と第四表
を同時に作成することができません。

損失申告（第四表を利⽤）で第三表
がどうしても必要な場合には、データを複
写して第三表のみ紙で印刷をして下さい。

※e-Taxはイメージデータ送信を受け付
けておりません。



3.申告書作成時の注意点（7/8）

• 第三表と第四表の同時作成について（2/2）
作業する場合は、【データ管理】を開
き、上下同じデータベースを選択しま
す。
第三表を作成したいデータを選択し
て【F8︓複写】をクリックて下さい。
【複写先】のコードは元のコード番号
に「a」を追記するなどで対応して下さ
い。
複写したデータで第三表を作成し、
印刷して下さい。

同じデータベース
を参照させる。

⇒ 複写データは書⾯で提出して下さい。
26

同じデータベース
を参照させる。

必要に応じてコメントを
残すことができます。



• 「業務エラーチェック」に「電子申告桁数エラーチェック（特定項目
のみ）」（利⽤者識別番号の⼊⼒有無は関係なし）

電子申告作業前にご確認下さい。
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3.申告書作成時の注意点（8/8）



Memo
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4.達人Cubeに対する準備

4-1. アップデートの確認
4-2. 事業者情報の確認（利⽤者識別番号）
4-3. 税理⼠情報の確認（利⽤者識別番号）
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電子申告作業 事前準備の流れ

達人プログラムのアップデート
達人Cube本体、「所得税の達人」、「電子申告の達人」のアップデートを最新にして下さい。

電子申告へ

事業者情報の設定

税理⼠情報の設定

30

「所得税の達人」 基本情報に顧問先の「利⽤者識別番号」の登録が必要です。基本情報を確認して下さい。
昨年電子申告している顧問先は引き継がれた基本情報を念のためご確認下さい。

「所得税の達人」 基本情報︓税理⼠情報に税理⼠の「利⽤者識別番号」の登録が必要です。税理⼠情報
を確認して下さい。



4-1. アップデートの確認
• 達人のプログラムが最新にアップデートされているか確認して下さい。

「達人Cube」、「達人シリーズ」
1つずつ確認して下さい。 「更新の必要はありません。」と

表⽰されていればお使いのコン
ピュータは最新状態です。
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4-2.事業者情報の確認
• 「基本情報の登録」に顧問先の「利⽤者識別番号」が登録されているか確

認して下さい。

 「データ管理の達人」に顧問先情報を登録している場合は、事業者情報を取り込むことができます。
＊「（参照）データ管理の達人を利⽤した利⽤者識別番号の登録」、および「事業者情報の取込」をご確認下さい。

 「データ管理の達人」を利⽤していない場合は、「所得税の達人」基本情報に直接登録して下さい。

※【参照】ボタン
すでに別税目で電子申告を⾏っている
場合のみ、電子申告の達人から利⽤者
識別番号を取込することができます。
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※



（参考）データ管理の達人を利用した
利用者識別番号の登録

• 「データ管理の達人」の「事業者データベース」に顧問先情報を登録しておけば、各申
告書作成ソフトで参照して情報を取り込むことができます。

①【データ管理の達人】を起動して下さい。
②【事業者データベース】⇒【DATABASE（既定）】をクリックして下さい。
③一覧から該当顧問先を探しダブルクリックして下さい。
④該当欄をダブルクリックして内容を変更できます。
⑤左側【個人情報】をクリックすると、個人情報が表⽰されます。
⑥該当欄をダブルクリックして内容を変更できます。

③

②

該当顧問先が
ない場合、【新
規作成】から登
録して下さい。

達人
ソフト

④
⑤

「利⽤者識別番号」
を登録して下さい。

⑥
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• 「データ管理の達人」の「事業者データベース」に登録した顧問先情報を【基本情報の
登録】に取込します。

 所得税の達人、基本情報に取り込む操作です。
① 所得税の達人のデータを開いて下さい。
② 【基本情報の登録】⇒【事業者一覧】をクリックして下さい。
③ 事業者データベースを選択して、【確定】をクリックして下さい。
④ 事業者一覧が表⽰されますので、該当顧問先を選択して【確定】をクリック。

（参考）データ管理の達人を利用した
事業者情報の取込(1/2)

②

達人
ソフト

③

通常は
「DATABASE(既定)」
でOK

②
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④



⑤ 差異のある項目が表⽰されますので、確認し、【確定】をクリックして下さい。
→表⽰された項目が上書きされます。

⑥ 【確定】をクリックし、所得税の達人を終了して下さい。（終了時、保存することを忘れないで下さ
い。）

（参考）データ管理の達人を利用した
事業者情報の取込(2/2)

⑤
⑥

達人
ソフト

利⽤者識別番号取込できました。

【事業者情報に取り込むものがない場合】
→④の後で、「登録されている基本情報は、

データ管理の達人の登録されている事業
者情報と同一です。」と表⽰されます。
【OK】をクリックして下さい。
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4-3. 税理士情報の確認
• 「基本情報の登録」に税理⼠の「利⽤者識別番号」が登録されているか確認し

て下さい。
【基本情報の登録】⇒【税理⼠情報】⇒【税理⼠一覧】をクリック。

達人
ソフト

36

未登録の場合は、【税理⼠
一覧】をクリックして登録して
下さい。



• 達人Cubeに税理⼠情報を登録する操作⽅法です。一度登録しておけば、各申
告書作成ソフトで参照して取り込むことができるようになります。

① 【達人Cube】⇒【アカウント管理】⇒【契約者情報変更】で表⽰されるウィンドウの内容を⼊⼒し
て下さい。

※達人Cubeには、Administrator（管理権限のあるＩＤ）でログインして下さい。

達人
ソフト

（参考） 税理士情報の登録（1/2）
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② 【達人Cube】 ⇒ 【アカウント管理】 ⇒ 【利⽤者一覧】 ⇒ 【利⽤されているID】 ⇒ 【利⽤者
情報変更】 ⇒ 【詳細情報】で表⽰されるウィンドウの内容を⼊⼒して下さい。

個人の先生は、代表税理士
としてご登録下さい。

達人
ソフト

（参考） 税理士情報の登録（2/2）
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5.所得税の電子申告

5-1. 電子申告データを作成する（【取込】）
※エラーがある場合

5-2.署名を付与する（【署名】）
5-3. 送信する（【送信】）
5-4.受信通知を確認する（【メッセージ確認】）

※メッセージのダウンロードに失敗した場合
5-5.イメージ添付書類の作成
5-6.準確定申告
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（参考）電子申告の達人 画面構成（1/3）

接続先選択︓
親機のデータベースに接続する場合は、こちらから接続して下さい。

ツリーメニュー︓
各業務を⾏うため
のメニューが表⽰
されます。
項目をクリックする
と、リスト画⾯と下
記に表⽰される
処理ボタンが変更
されます。

リスト画⾯

40

処理ボタン︓
ツリーメニューの選択に
合わせた操作ボタンが
表⽰されます。

いま、どの作業画⾯を開いているかこちらで確認して下さい。



（参考）電子申告の達人 画面構成（2/3）
• 国税は「⻘」、地⽅税は「ピンク」

で画⾯が構成されています。

• 電子申告完了までのステップは、
国税、地⽅税共通です。

⇒【1.取込】・・・プレビューで内容確認
⇒【3.署名】
⇒【4.送信】
⇒【5.メッセージ確認・納付】
⇒申告完了となります。

※【2.検証】（スキーマチェック）について
【2.検証】は電子申告データのファイル構造に問題がないかをチェックする機能です。
検証作業は、【4.送信】の操作時直前に自動的に実⾏されますので、この作業は省略することができます。
送信件数が多い場合、事前に検証を実施すると送信時間が短縮されます。
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（参考）電子申告の達人 画面構成（3/3）

ゴミ箱︓
電子データの削除を実⾏する際に「完全削除」
をすると電子申告の達人のデータベースから削
除されます。
「完全削除」をしていない場合は、データベースの
ゴミ箱に蓄積されます。

フィルタ︓
設定に該当するデータのみリスト画⾯に表⽰したり、検索バーに文字を
登録してリスト画⾯の検索をすることができます。

表⽰切替︓
対象年度の選択、対象
事業者を絞り込んでリス
ト画⾯に表⽰することが
できます。
過年度申告の取り込み
結果がリスト画⾯に表⽰
されない場合は、こちらを
確認して下さい。

送受信の設定︓
利⽤者の登録や変更、
暗証番号変更、受信
するメッセージの範囲な
どを設定することができ
ます。

進捗管理︓
電子申告完了報告書
が作成できます。
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① 「国税電子申告」→【1.取込】をクリックして下さい。
② 作業がしやすいように「送信済みデータを表⽰しない」にチェックを付けてから【達人シ
リーズからの取込み】をクリックして下さい。

5-1.取込(1/5)

作成状況が「送信済」のデータは表⽰されず、
送信前のデータのみが表⽰されます。

①

②

【電子データを作成する】
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③ 【手続きの種類】【法人個人区分】を選択し、【次へ】をクリックして下さい。
④ 【税目】【申告年度】【手続き名】を選択し、【確定】をクリックして下さい。

5-1.取込(2/5)

→ インポートプログラムが起動されます。

③

手続きの書類︓申告
法人個人区分︓個人
を選択して下さい。

44

④

税目︓所得税申告
申告年度︓令和4年度
手続き名︓「所得税及び
復興特別所得税申告」
を選択して下さい。



5-1.取込(3/5)

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑤【次へ】をクリックして下さい。 ⑥【確定申告・修正申告】を選択し、
【次へ】をクリックして下さい。

⑦【参照】をクリックして下さい。 ⑧取込するデータにチェックをつけて、
【確定】をクリックして下さい。

複数選択も可能です。
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5-1.取込(4/5)
⑨【次へ】をクリックして下さい。 ⑩【完了】をクリックして下さい。

⑪取込する帳票の名称が一覧表⽰されます。【確定】をクリックして下さい。

⑨ ⑩

⑪

チェックを外した帳票は
取込されません。
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5-1.取込(5/5)

⑫

⑫取込み完了メッセージが表⽰されます。
【閉じる】をクリックして下さい。

47

取込された申告データが表⽰されます。作成状況
は「作成中」になります。



Memo
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取込したデータに問題がある場合、エラーがある旨のメッセージが表⽰されますが、まずは取
込を完了して下さい。取込を完了した後、エラー原因を調べます。

5-1.取込 エラーがある場合（1/9）

49

① ②

①取込帳票選択は、【確定】をクリックして下さい。
②取込結果は、【閉じる】をクリックして下さい。

→取込が完了し、作成状況は「作成中（エラー）」になります。

取込した申告データが赤字で表⽰されます。
作成状況は「作成中（エラー）」になります。

⇒エラー詳細を
確認しましょう。



5-1.取込 エラーがある場合（2/9）

エラーが発⽣した場合、以下の①又は②の⽅法で修正を⾏います。

① エラー内容を確認後、所得税の達人でデータ修正し、再度、電
子申告の達人に取込する。（※推奨）

② 電子申告の達人で作成した電子データを直接修正する。

⇒エラー箇所が基本情報と文字項目の場合、「電子申告の達人」で基本情
報や帳票の修正ができます。ただし、この⽅法では所得税の達人のデータに
は反映されません。
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帳票もしくは基本情報にエラーがあった場合の確認操作です。エラーのデータを選択し、【変
更】をクリックして下さい。

5-1.取込 エラーがある場合(3/9)

51

エラー内容の確認は、
【変更】ボタンで⾏います。

【エラーの確認⽅法と対応⽅法】



帳票のエラー︓
①エラー帳票を選択し、【エラー詳細】をクリックして下さい。⇒エラー詳細が表⽰されます。
②エラー内容を確認後、【閉じる】をクリックして下さい。

①

52

②

5-1.取込 エラーがある場合(4/9)

今回は、決算書P3の文字数制限エラーで
あることが分かりました。
⼊⼒可能文字数を確認して下さい。

【エラーを確認する】

【エラー詳細】でエラー内容を確認します。

帳票がエラーの場合、
状態が「エラー（値不正）」になっています。



④ 【プレビュー】をクリックして下さい。⇒帳票プレビューが表⽰されます。

⑤ 直接修正する場合は、エラー箇所をダブルクリックして下さい。
⑥【データ変更】で文字を修正（今回は⼊⼒可能文字数まで文字を削除）して、【閉じ

る】をクリックして下さい。

エラー箇所は帳票で
赤字で表⽰されます。

5-1.取込 エラーがある場合(5/9)

④

53

⑤

ｃｖ⑥

※所得税の達人に戻りエラー修正を⾏う場合は、プレビュー画⾯を閉じて下さい。データを修正後、取込からやり直して
下さい。



⑦ 右上の「X」をクリックしてプレビュー画⾯を閉じて下さい。
⑧「保存しますよろしいですか︖」と表⽰されたら【はい】をクリックして下さい。
⑨右上の【X】をクリックして下さい。「編集中のデータを保存します。よろしいですか︖」と

表⽰されたら【はい】をクリックして下さい。
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エラー箇所が正常になり
⻘字になります。

⑦

⑧

⇒以上で帳票のエラーが修正できました。

状態が「正常」になりました。 ⑨

5-1.取込 エラーがある場合(6/9)



基本情報のエラー︓
帳票が「正常」であれば、基本情報のエラーを確認して下さい。

①

必須項目には赤いビックリマーク
（ ）がついています。

55

5-1.取込 エラーがある場合(7/9)

① 【基本情報】をクリックしてから、【編集】を
クリックして下さい。

MEMO︓
帳票データが「正常」でも、データを閉じる際に基本情報
の登録にエラーがある場合、「基本情報にエラーがありま
す。このまま保存してもよろしいですか︖」のメッセージが
表⽰されます。【キャンセル】で閉じてエラー内容を確認し
て下さい。



② 【確定】をクリックして下さい。→エラーがある場合、エラーの内容が表⽰されます。
③ エラー内容を確認し、【OK】をクリックして下さい。→エラー箇所にカーソルが移動します。
④ エラー箇所を修正/追記して【確定】をクリックして下さい。
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③

5-1.取込 エラーがある場合(8/9)

エラーがあれば
メッセージが表
⽰されます。

④

②



⑤ 右上の「×」をクリックして下さい。
⑥ 「保存します。よろしいですか︖」と表⽰されたら、 【はい】をクリックして下さい。

57⇒以上で基本情報のエラーが修正できました。

5-1.取込 エラーがある場合(9/9)

⑤

⑥



5-1.取込 電子データを直接修正する方法
帳票のエラー修正（補足）

【オプション︓⽂字カットオプション機能（1/2）】
取込対象のデータにe-TaxおよびeLTAXで許容される文字数を超えて設定している項目が含ま
れている場合、超過分の文字を自動的にカットして取り込む処理を任意で設定できる機能です。

58

本機能は平成29年度分以降のデータにお
いて利⽤できます。
また、設定を⾏った端末のみ有効になります。



5-1.取込 電子データを直接修正する方法
帳票のエラー修正（補足）

【オプション︓⽂字カットオプション機能（2/2）】
文字カットが⾏われた場合、「取込結果」の画⾯に【文字カット結果出⼒】ボタンが表⽰されます。

59

【文字カット結果出⼒】をクリックす
ると、「文字カット結果（CSV）」
をエクスポートして確認することがで
きます。



（参考）帳票のエラーについて

• 電子データを直接修正できるのは、「基本情報」と「文字項目」です。

60

⇒こちらのエラー箇所は「文字項
目」ではないため、電子データを
直接修正することができません。

所得税の達人に戻って登録を
⾏い、取込操作をやり直して下
さい。

エラー箇所をダブルクリックで
呼び出しても灰色になってい
て「提出年月日」は、編集
できない︕



• 「作成中（エラー）」をリスト画⾯から削除したい場合、「作成中（エラー）」を選択して【削
除】をクリックして下さい。「選択された電子データをゴミ箱に退避します。よろしいですか︖」が表
⽰されるので、「完全削除を実施する」にチェックを⼊れて【OK】で閉じて下さい。→「作成中
（エラー）」は、データベースから完全に削除されます。

61

（参考）「作成中（エラー）」

Memo︓
「完全削除を実施する」の
チェックをせず【OK】で削除を
実⾏すると「ゴミ箱」に退避さ
れます。



5-1.取込 プレビュー

① プレビューするデータを選択し、【詳細】をクリックして下さい。
② 「帳票確認」画⾯が表⽰されます。【確定】をクリックして下さい。

【取込したデータの内容を確認する】

①

②

62

取込した帳票が切替できます。

【基本情報確認】を
クリックすると、基本
情報が確認できます。

→帳票のプレビュー画⾯が表⽰されます。



（参考）検証

① 「国税電子申告」→「2.検証」をクリックし、検証するデータにチェックをつけて下さい。
② 【スキーマチェック】をクリックして下さい。

スキーマチェック
が開始されます。

①

②

電子申告データのファイル構造に問題がないかをチェックする機能です。
検証を実施しなくてもデータを送信することができますので、この作業は省略することができます。
送信件数が多い場合、事前に検証を実施すると送信時間が短縮されます。
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データに問題がない場合、
事前検証結果が「正常」
になります。
「正常」ではない場合、
データを修正して下さい。

全てのデータにチェックをつける場合、
【全選択】をクリックして下さい。



Memo
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5-2.署名(1/2)

① 「国税電子申告」→「3.署名」をクリックし、署名するデータにチェックをつけて下さい。
② 【署名追加】をクリックして下さい。
③ 認証局サービス名を選択し、【確定】をクリックして下さい。

全てのデータ
にチェックをつ
ける場合、
【全選択】をク
リックして下さ
い。

①

②

③

「日税連 税理⼠⽤電子証明書」
を選択してください。

【署名を付与する】
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5-2.署名(2/2)
④ PINコードを⼊⼒し、【OK】をクリックして下さい。
⑤ 「電子証明書確認」画⾯が表⽰されたら、【OK】をクリックして下さい。
⑥ 「署名が完了しました」と表⽰されたら、【OK】をクリックして下さい。

署名済

作成状況が「署名済」
になります。

④

⑤

⑥
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5-3.送信(1/3)

① 「国税電子申告」→「4.送信」をクリックし、送信するデータにチェックをつけて下さい。
② 【送信】をクリックして下さい。
③ 「送信を⾏いますか︖」と表⽰されたら、【はい】をクリックして下さい。

全てのデータに
チェックをつける場
合、【全選択】をク
リックして下さい。

①

②

③

【送信する】
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5-3.送信(2/3)
④ 税理⼠の利⽤者識別番号が表⽰されていることを確認してから、【確定】をクリック

して下さい。
⑤ 「送信状況」画⾯が表⽰されたら、【完了】をクリックして下さい。

送信状況

完了

利⽤者識別番号 利⽤者名 状況
xxxxxxxxxxxx 税務 太郎 送信完了
申告・申請等データの送信が完了しました。

チェックをつけると暗証
番号が保存できます。

④

⑤

暗証番号に「***」が表
⽰されていない場合、暗
証番号を⼊⼒して下さい。

利⽤者識別番号が税
理⼠でない場合は、
【参照】から利⽤者を変
更して下さい。
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5-3.送信(3/3)
⑥ 「送信が完了しました。」と表⽰されたら、【OK】をクリックして下さい。

電子申の達人

OK

送信が完了しました。
詳細は「送信結果」ボタンよりご確認ください。

⑥

69

【送信済データを表⽰しない】
のチェックがついているので送信
したデータは非表⽰になります。



5-3.送信 送信エラーがある場合

① 送信エラーのデータを選択をしてから、 【送信結果】をクリックして下さい。

※「即時通知」は電子申告の達人のデータベースに保存されています。

エラーの内容を確認して下さい。
エラーの原因を解消してから再送信して
下さい。

「即時通知」画⾯が表⽰されます。

【送信エラーの場合は、即時通知の内容を確認する】

70



5-4.メッセージ確認

メッセージは送信完了と同時に自動でダウンロードされます。
「5.メッセージの確認・納付」をクリックして、受付結果を確認したいデータを選択し、ダブルク
リックまたは【詳細】をクリックして下さい。

【印刷】ボタンから
印刷できます。

メール詳細が表⽰されます。

【PDF変換】ボタンから、送信した申
告書を印刷、保存できます。ここから
印刷すると、帳票の上部に「受付番
号」「受付日時」が表⽰されます。

→以上で申告作業は終了です。

【受信通知を確認する】
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所得 太郎 ショトク タロウ



5-4.メッセージ確認
メッセージのダウンロードに失敗した場合（1/4）

① 「国税電子申告」→【5.メッセージ確認・納付】をクリックし、次に【メッセージのダウンロー
ド】をクリックして下さい。

② 「受信利⽤者確認」画⾯で利⽤者種別を「税理⼠」に設定して下さい。受信を⾏う税
理⼠の「受信要否」にチェックを⼊れて【確定】をクリックして下さい。

※国税メッセージは通常、送信完了と同時に自動でダウンロードされます。ただし、何らかの原因によ
り自動ダウンロードができなかった場合は、次の手順でメッセージのダウンロードをして下さい。

②

①
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5-4.メッセージ確認
メッセージのダウンロードに失敗した場合（2/4）

③ 「メッセージのダウンロードを開始します。よろしいですか︖」と表⽰されたら【OK】をクリッ
クして下さい。

④ 税理⼠の利⽤者識別番号、利⽤者名であることを確認し、【暗証番号】を登録の上、
【確定】をクリックして下さい。

暗証番号が保存されていない場合、認証
画⾯が表⽰されます。

暗証番号を⼊⼒
し、【確定】をクリッ
クして下さい。

③

④
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⑤ 続いて、「追加認証」画⾯で、「読み込む」を選択して【OK】をクリックして下さい。

⑤

5-4.メッセージ確認
メッセージのダウンロードに失敗した場合（3/4）
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5-4.メッセージ確認
メッセージのダウンロードに失敗した場合（4/4）

⑥ 「メッセージボックス閲覧申請」画⾯で「認証局サービス名」を【日税連 税理⼠⽤電
子証明書】で選択し、【申請】をクリックして下さい。

⑥

⇒ダウンロードが開始されます。
受信したメッセージを確認して
下さい。
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• 【表⽰切替】からデータの並び順が変更できます。

（参考）データの並び順の変更

「メッセージ確認」画⾯
「格納日時」「降順」にすると
データが日付順に並びます。

「取込」〜「送信」画⾯
「更新日時」「降順」にすると
データが日付順に並びます。
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5-5.イメージ添付書類の作成
• e-Taxでは、別途提出する必要がある特定の添付書類について、イメージデー

タ（PDF形式）での提出が可能です。

※詳細はe-Taxのホームページをご確認下さい。次ページで確認⽅法をご案内します。 77

 e-Taxのイメージデータ送信⽅法は、申告・申請データ送信時にイメージデータを
「同時に送信する⽅法」と、申告・申請データ送信後、イメージデータを「追加送信
する⽅法」があります。

【同時送信する場合】 ・・・・・ 送信回数は1回まで
【追加送信する場合】 ・・・・・ 送信回数は10回まで

 1回あたり送信できるファイルのサイズは合計で最大8MB、ファイル数は136ファイル
です。

 イメージデータで提出できる書類は、e-Taxで指定された書類に限られます。



5-5.イメージ添付書類の作成
利用可能手続一覧の確認方法（1/3）

78

① e-Taxのホームページを開き、下にスクロー
ルして下さい。

② 「目的から探す」の中の「利⽤可能手続」を
クリックして下さい。

①

②



5-5.イメージ添付書類の作成
利用可能手続一覧の確認方法（2/3）

79

⇒「利⽤可能手続き一覧」画⾯が表⽰さ
れます。

③ 【所得税確定申告等】をクリックして下
さい。

④ 「所得税確定申告等」から、「イメージ
データにより提出可能な添付書類
『所得税確定申告等 』 」をク
リックして下さい。

③

PDF

④
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⇒所得税確定申告等の「イメージデータで提
出可能な添付書類」が表⽰されます。

5-5.イメージ添付書類の作成
利用可能手続一覧の確認方法（3/3）

注意︓
一覧にない添付書類は、イメージデータで
送信できません。
別途、書⾯でご提出下さい。



5-5.イメージ添付書類の作成
操作方法(1/4)

所得税の申告書を取込（もしくは送信）してから以下の手順を⾏って下さい。

① 「国税電子申告」→「1.取込」、該当の申告データを選択してから、【追加送信データの
作成】→【イメージ添付書類の作成】をクリックして下さい。

② 【追加】をクリックして下さい。→「添付ファイル追加」画⾯が表⽰されます。
③ 【参照】をクリックして下さい。→「ファイルを開く」画⾯が表⽰されます。

①

81

②

③



5-5.イメージ添付書類の作成
操作方法(2/4)

④ 添付するファイルを選択し、【開く】をクリックして下さい。
⑤ 「添付書類名称」に任意の名称を確認し、【OK】をクリックして下さい。→添付ファイルが

追加できました。

④

⑤

82

複数のファイルを追加する場合、
②〜⑤の手順を繰り返して下さい。



⑥ 添付ファイルを選択して【プレビュー】から添付ファイルの内容を確認して下さい。→プレ
ビュー画⾯が起動します。確認ができたら閉じてください。

⑦ 右上の【×】をクリックして下さい。→「保存します。よろしいですか︖」と表⽰されます。
⑧ 【はい】をクリックして下さい。

5-5.イメージ添付書類の作成
操作方法(3/4)

⑥

⑦

【プレビュー】で添付ファイルの
内容を確認をして下さい。

83

⑧



⑥ 作成完了のメッセージを【OK】で閉じてください。

5-5.イメージ添付書類の作成
操作方法(4/4)

84

イメージ添付書類のデータが作成できました。
申告書と同様に、「署名」「送信」作業をして下さい。

イメージ添付書類の
データは申告データとは
別に作成されます。



• イメージデータの削除をした場合、次のように処理されます。

（参考）イメージデータの削除

85

「完全削除を実施する」にチェック
なし⇒申告データ、イメージデータ
ともにゴミ箱に退避されます。

「完全削除を実施する」にチェッ
クあり⇒イメージデータのみデータ
ベースから完全削除されます。

✓



Memo

86



5-6.準確定申告（1/7）

• 準確定申告書の電子申告について
準確定申告書は、電子申告が可能です。
e-Taxで提出する場合には、以下の書類の提出が必要です。

番号 提出書類 作成⽅法 提出⽅法

① 所得税及び復興特別所得税の準確定申告書
（※1） 「所得税の達人」で

作成
「電子申告の達人」で
e-Tax（XML形式）
に送信② 死亡した者の令和＿年分の所得税及び復興特別所

得税の確定申告書付表（※1）

③ 準確定申告の確認書（※2） 国税庁HPから印
刷の上、PDFにする 「電子申告の達人」で

PDFイメージ送信
④ 委任状（※3） 国税庁HPから印

刷の上、PDFにする

87
国税庁HP ︓ 「所得税及び復興特別所得税の準確定申告のeーTax対応について」
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/jyunkaku/index.htm より



5-6.準確定申告（2/7）

• 準確定申告書の電子申告 注意点
※1

「所得税及び復興特別所得税の準確定申告書」
準確定申告書をe-Taxで提出する場合は、相続人が1名の場合でも必ず「死亡した者の令和＿
年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書付表 」をe-Tax（XML形式）で提出する必
要があります。

※2
「準確定申告の確認書」
相続人が2名以上の場合、各相続人が申告内容を確認し、署名した上で「準確定申告書の確認
書」をイメージデータ（PDF形式）で提出して下さい。

※3
「委任状」
相続人が2名以上いる場合で、相続人代表がその他の相続人が受け取るべき還付⾦を代表して
受け取る場合には、各相続人が申告内容や還付額等を確認した上で、署名した「委任状」をイ
メージデータ（PDF形式）で提出する必要があります。

※その他
所得の種類等によっては、上記の書類に加え、その他の書類の提出が必要となる場合があります。

88



5-6.準確定申告（3/7）
帳票名︓
「死亡した者の令和_年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書付表」
を作成すると申告書は「準確定申告」になります。

達人の帳票選択画⾯では、
「死亡した者の確定申告
書付表」となっています。

89



5-6.準確定申告（4/7）
※準確定申告を電子申告する場合は、基本情報【申告情報】の利⽤者識別
番号を相続人代表の利⽤者識別番号に変更する必要があります。また、付表に
おいて【電子申告連動情報】を確認して下さい。

90

基本情報の登録



5-6.準確定申告（5/7）

91

memo︓
相続人代表として連動
されるのは「5.相続人
に関する事項」一番左
に登録された⽅が初期
値になっています。
変更が必要な場合は、
⼊⼒切替をご利⽤下
さい。

死亡した者の令和_年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書付表
（兼相続人代表者指定届出書）



5-6.準確定申告（6/7）

準確定申告の電子申告取込作業は、申告区分の選択で「準確定申告（死亡
した者の申告）」を選択して進んで下さい。

92



5-6.準確定申告（7/7）
memo︓令和4年分版の所得税の達人で、令和4年分の準確定申告を取り込む際に
【参照】画⾯に作成データが表⽰されない場合は、【F5︓検索】ボタンをクリックし、申告年
度を「05」→「04」に変更して下さい。
⇒ 作成した準確定申告データが画⾯に表⽰され選択できるようになります。

93

年度を変更して下さい。



Memo

94



6．財産債務調書と国外財産調書の電子申告

• 財産債務調書（及び合計表）、国外財産債務調書（及び合計
表）は、所得税の達人でデータを作成し、電子申告して下さい。

95



6．財産債務調書と国外財産調書の
電子申告(1/9）

96

① 【財産債務調書等の作成】をクリック
して下さい。

② 財産債務調書（及び合計表）、国
外財産債務調書（及び合計表）を
チェックボックスで選択して下さい。

作成帳票を選択して下さい。

【 1. 財産債務調書を作成する 】
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③ 【財産債務データ登録】をクリックして財産情報を登録下さい。

新規財産債務の登録は、【新規
登録】をクリックしてデータ登録して
下さい。

登録済みの財産債務を編集する場
合は、該当データをダブルクリックで呼
び出して情報編集して下さい。

登録したデータは、区分ごとに⾦額が自動集計され、
財産債務調書合計表に記載されます。

6．財産債務調書と国外財産調書の
電子申告(2/9）
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【 2. 電子申告操作手順 】
① 電子データを作成します。「国税電子申告」→【1.取込】画⾯から、【達人シリーズ

からの取込】をクリックして下さい。

作業しやすいように「送信済データを表⽰しない」
にチェックを⼊れて下さい。

手続きの種類︓「申請・届出」
法人個人区分︓「個人」
【次へ】をクリックして下さい。

6．財産債務調書と国外財産調書の
電子申告(3/9）
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② 「税目」、「申請等年度」、「手続き名」を選択して【確定】をクリックして下さい

【手続き名】
国外財産調書（及び同合計表）
財産債務調書（及び同合計表）

税目︓「法定調書関係」
申請等年度︓
該当の手続き名を選択し
て下さい。

6．財産債務調書と国外財産調書の
電子申告(4/9）
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④ 【次へ】をクリックして下さい。

④

⑤ 【参照】をクリックして下さい。

⑤

6．財産債務調書と国外財産調書の
電子申告(5/9）
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⑥ 取込するデータにチェックをつけて、 【確
定】をクリックして下さい。

⑦ 【次へ】をクリックして下さい。

⑧ 【完了】をクリックして下さい。

⑥
⑦

⑧

⑨ 【確定】をクリックして下さい。

⑨

6．財産債務調書と国外財産調書の
電子申告(6/9）
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⑪ 取込が完了しました。⑩ 【閉じる】をクリックして下さい。

⑫ 取込したデータの内容を確認して下さい。

確認後はプレビュー画⾯を閉じて下さい。

取込された申告データが表⽰され、作
成状況は「作成中」になります。

⑩

プレビューするデータを選択して
【詳細】をクリックして下さい。

⑫

⑪

6．財産債務調書と国外財産調書の
電子申告(7/9）
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⑬ 署名を付与します。
【3.署名】をクリックして下さい。

⑭ 送信を⾏います。
【4.送信】をクリックして下さい。

正常に送信が完了していれば、作成状況
は「送信済」になります。「送信済データを表
⽰しない」をチェックしているため、画⾯から
⾒えなくなります。

⑬

署名するデータにチェックをつけて【署名追
加】をクリックして下さい。

署名済

作成状況は「署名済」になります。

送信するデータにチェックをつけて【送信】を
クリックして下さい。

署名済

⑭

6．財産債務調書と国外財産調書の
電子申告(8/9）
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⑮ 受信通知を確認します。
【5.メッセージ確認・納付】をクリッ
クして、受信結果を確認して下さ
い。

該当のメッセージを選択後、【詳細】をクリッ
クして下さい。

⑮

所得太郎

⇒以上で申告作業は終了です。

【印刷】ボタンから、メール詳細の
印刷をして下さい。

【PDF変換】ボタンから、送信した
申告書を印刷、保存できます。

6．財産債務調書と国外財産調書の
電子申告(9/9）



7.進捗管理
• 進捗管理は「電子申告の達人」で作成した各電子申告等データ

の進捗状況を一覧表⽰して確認・ファイル出⼒できる機能です。
また、「電子申告完了報告書」を作成することができます。

105



7.進捗管理（1/6）

106

④【実⾏】をクリックして下さい。

【進捗状況を一覧で確認する⽅法（1/2）】

①【進捗管理】をク
リックして下さい。

②抽出対象選択で「利⽤
者で抽出」を選択して下さ
い。抽出したい利⽤者名
にチェックを⼊れて下さい。

③抽出条件で「対象年度
（年分）」と明細出⼒単
位は、「申告データ毎」を
設定して下さい。



7.進捗管理（2/6）
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⑥確認後、【閉じる】を
クリックして下さい。

※ ※

Memo︓

※【次の利⽤者へ】
複数のデータを選択した場合には、【次の利⽤
者へ】をクリックして画⾯を切り替えて下さい。

※【ファイル保存】
抽出したデータをCSV形式やExcel形式で出
⼒することができます。

※【詳細情報】
選択した申告等データの内容をプレビューで確
認することができます。

【進捗状況を一覧で確認する⽅法（2/2）】

⑤「抽出処理を開始します。よろしいですか︖」
と確認されるので【OK】をクリックして下さい。
「電子申告データ一覧」が表⽰されます。

※



7.進捗管理（3/6）
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【「電子申告完了報告書」を作成する⽅法（1/4）】

①【進捗管理】を
クリックして下さい。

②抽出対象選択で「利⽤者で抽出」を
選択して下さい。抽出したい利⽤者名
にチェックを⼊れて下さい。

③抽出条件で「対象年
度（年分）」と明細出
⼒単位は、「利⽤者毎」
を設定して下さい。

④【実⾏】をクリック
して下さい。



7.進捗管理（4/6）
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⑤「抽出処理を開始します。よろしいで
すか︖」と確認されるので【OK】をクリック
して下さい。
「利⽤者抽出結果」が表⽰されます。

Memo︓

※【CSV保存】
抽出したデータをCSV形式で出⼒することがで
きます。

※【電子申告状況詳細】
税目ごとの詳細な申告状況が確認できます。

【「電子申告完了報告書」を作成する⽅法（2/4）】

※※

⑥【完了報告書出⼒】
をクリックして下さい。



7.進捗管理（5/6）
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【「電子申告完了報告書」を作成する⽅法（3/4）】

⑦申告対象となるデータや税理⼠
情報などを設定して【OK】をクリック
して下さい。

⑧保存先のフォルダー
を指定して【OK】をクリ
ックして下さい。

⑨「出⼒処理が完了
しました。」と表⽰され
ましたら【OK】をクリック
して下さい。

チェックをすると
まとめて出⼒
できます。



7.進捗管理（6/6）
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【「電子申告完了報告書」を作成する⽅法（4/4）】

⑩【閉じる】をクリックして下さい。

以上で「電子申告完了報告書」を作成する操作は完了です。
保存した「電子申告完了報告書」を確認して下さい。



Memo

112



• これまで電子申告に対応していない国税関係手続について、書⾯
で作成いただいた申請書・届出書等をイメージデータ（PDF形
式）に変換し、e-Taxで送信（提出）することが可能となりました。

8.イメージデータで送信可能な手続

113

◎詳しくは、e-Taxホームページ
「イメージデータで送信可能な手続について」を
ご確認下さい。
https://www.e-
tax.nta.go.jp/tetsuzuki/tetsuzuki_un
supported.htm



【 1. 「関与先名簿」、「従業員名簿」を作成する（1/2） 】
※この操作には、申請届出書の達人のご契約が必要です。
ここでは、例として「関与先名簿」の操作について説明します。

8.イメージデータで
送信可能な手続（1/6）

114

①【申請届出書の達人】を
開いて下さい。

②「その他」のタブから「関与先名簿」を選択して
下さい。※「従業員名簿」も同じ場所にあります。

③【確定】を
クリックして下さい。

⇒関与先名簿が表⽰されます。



【 1. 「関与先名簿」、「従業員名簿」を作成する（2/2） 】
帳票作成は手⼊⼒のほか、データを連携して作成することができます。連携操作は下記のとおり
です。（※「従業員名簿」のデータ連携は「年調・法定調書の達人」と連動となります。）

8.イメージデータで
送信可能な手続（2/6）

115

④【データ連携】を
クリックして下さい。

⑤業務選択から、
「データ管理の達人」
もしくは「報酬請求」を
選択して【確定】をク
リックして下さい。

⑥設定を⾏い
【確定】をクリック
して下さい。

⇒ 帳票に情報が取込されます。同様の
手順で「従業員名簿」も作成して下さい。



【 2. 「イメージデータで送信可能な手続」を作成する（1/2）】
続いて、「その他」タブで「イメージデータで送信可能な手続」を作成して下さい。

8.イメージデータで
送信可能な手続（3/6）
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①「その他」のタブから、
「イメージデータで送信可能な手続」を
選択して下さい。

②【確定】をク
リックして下さい。

③「申請手続名称」をダブルクリック
すると、手続き名称の選択画⾯が
開きます。

※イメージデータで送信可能な申請はダイ
アログに表⽰される内容の手続になります。⇒「イメージデータで送信可能な手続」が

表⽰されます。



【 2. 「イメージデータで送信可能な手続」を作成する（2/2）】

8.イメージデータで
送信可能な手続（4/6）
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⑤手続名称から
「使⽤人及び関与先の概況」を選択
して【確定】ボタンをクリックして下さい。

⑥申請書を作成後、【閉じる】
をクリックして下さい。

④「税目︓ 」から
「税理⼠法関係」を選択して下さい。



⑦業務メニューから【帳票の一括印刷】
をクリック下さい。

【 3. 「関与先名簿」、「従業員名簿」をPDFファイルにする 】

8.イメージデータで
送信可能な手続（5/6）

118

⑨「出⼒対象︓ファイル
（PDF形式）」にして下さい。

⇒PDFファイルの保存先を確認する画⾯が起
動します。デスクトップなどに保管して下さい。

「関与先名簿」「従業員名簿」にチェックを
⼊れ【実⾏】をクリックして下さい。



8.イメージデータで
送信可能な手続（6/6）

【 4. 電子申告操作手順 】
「国税電子申告」→【1.取込】→「手続きの種類︓申請・届出」、「法人/個人区分」を選択し、
「申請等選択」画⾯では、次のように選択して下さい。
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【税目】︓「その他国税関係」
【年度】︓現在の年度
【手続き名】「イメージデータで送信
可能な手続」

申請データの取込作業後、イメージ
添付の操作（P81〜参照）で
PDFを追加し、署名・送信の作業を
⾏って下さい。


